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＜要 約＞ 
 嘉悦大学では、デジタルネイティブ世代への ICT リテラシー教育内容を再検討し、2010 年
度からの新カリキュラムの主要科目として ICT スキルズ・ICT ツールズ・ICT メディア・ICT
コモンズの 4 科目を開講した。この 4 科目は「デジタルネイティブ世代を意識した、コンピ
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など、過去に関連した分野で情報や関連分野の教育に携わった関係者を集め、2007 年 12 月
に、「創造情報教育研究会（Creative Learning and Informational Education, CLIE）」を結成した。
その後毎月の定例会や合宿などにより短期間に密度の濃い議論がなされ、本論文で述べる
ICT 教育コンセプトの基本が形作られた。その後、2008 年度・2009 年度のコンピュータ入門・
コンピュータリテラシ I／II の改革を経て、2010 年度新カリキュラムにおける新しい ICT リ
テラシー教育の実施へと至った。 
 本論文では、上記の経緯を経て開講した、ICT スキルズ・ICT ツールズ・ICT メディア・ICT
コモンズの 4 科目（以下 ICT4 科目）を貫く「デジタルネイティブ世代を意識した、コンピ
ュータ＜で＞教える ICT 教育」のコンセプトに基づく ICT リテラシー教育について述べる。
まず第 2 章では ICT4 科目のコンセプトと概要を述べる。第 3 章、第 4 章では、4 科目の中で
も内容面での議論が進んでいる ICT スキルズ・ICT ツールズの 2 科目について、それぞれの
概要と科目内容についてまとめ、検討過程での議論を紹介する。第 5 章では ICT4 科目の残




2 ICT4 科目のコンセプトと概要 
 
 本章では、まず本論文で述べる取り組みに至った問題意識と背景を論じる。次に議論の結





てすでに一定の ICT リテラシーが期待できる。この世代は ICT 利用、PC やネット、特に携
帯電話には日常的に触れている学生が殆どである。高校での情報科目の導入もあり、大学初









 OECD 諸国の 15 歳児（高校一年生）を対象とした学習到達度調査、PISA2009「デジタル
読解力調査」の結果[19]からも、日本の学生がこの方向性での ICT 活用に課題があることが示
されている。文部科学省[16]はこの結果を、「参加 19 カ国・地域の中では、『デジタル読解力』





















的な内容は ICT システム基礎など別の選択科目で取り扱うこととした。 
 ICT4 科目は、基礎ゼミナールと組み合わせた初年次教育のコア科目として、ほぼ全員が履
修する科目として設定している。1 年春に ICT スキルズ・ICT ツールズの 2 科目 4 単位を、1
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年秋に ICT メディア･ICT コモンズの 2 科目 4 単位を履修することを標準履修モデルとした。
各科目の設置時期とコンセプトを表 1 に示す。 
 

























でFD (Faculty Development) の一部としても機能するなど、多面的な役割を果たしている[15]。 
 講義スタイルとしては、アクティブラーニング[9,17]のスタイルを積極的に導入する。PBL 
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 ICT を活用した情報の＜入力-編集-出力＞という一連のプロセスを標準形としたプロジェ
クトであること 
 ICT の活用によって広がる知的活動の可能性を、なるべく楽しく経験できること 
 最低達成条件の明確さと、頑張りたい学生が上限なく工夫できる自由さを両立させること 
 
2.4 ICT 利用環境の改革 
 ICT4 科目で重視している点の一つに、講義における ICT 活用と日常の ICT 利用経験が断
絶しないような環境づくりがある。このため、ICT4 科目は学生自身の保有するノート PC を










ては、全学的に整備された無線 LAN 環境を活用する。メール (Gmail) など多目的に Google 
Apps for Education を活用し、クラウドコンピューティングを大きく取り入れている。この環
境を活用し、携帯電話との有機的な連携を行う試みも行っている。 
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 さらに、学生自身の PC を使う方針を積極的に支える教室環境が必要であった。このため、
本取り組みの開始と同時期に整備された、アクティブラーニングを重視し、グループワーク
や学生同士での「半学半教」（相互に教え合い学び合う）が積極的に行えるよう設計された、
KALC (Kaetsu Active Learning Classroom) を活用している。 
 コンピュータ教室を廃し、学生自身の PC を活用するという前提は、ICT 利用サポートの
不定形化をもたらす。この状況を側面支援するため、情報メディアセンターにおいて、学生
スタッフを主体として運営されるヘルプデスクを強化し、講義時間内の SA と共に講義時間
外も含めた総合的な ICT 利用支援体制を整えている。 
 
 
3 ICT スキルズ 
 
 本章では、ICT4 科目のうち、ICT スキルズについてその内容、論点、プロジェクト課題の
内容について行われた議論と、現在の科目内容について述べる。最初に、ICT スキルズの科
目概要についてまとめ、その後現在の ICT スキルズの内容に至った過程を論ずる。 
 















 入力・出力のプラットフォームとして Microsoft Word （以下 Word）、Microsoft PowerPoint 
（以下 PowerPoint）を利用する。Microsoft Office シリーズは多くの学生が高校以前の授業内
や、日常生活において利用しており、親和度が高いために利用した。重要なコミュニケーシ
ョン手段であるメールシステムとしては Gmail を利用する。PC からは Web ブラウザを用い






 ICT スキルズは他者を意識した 5 分程度のプレゼンテーションを最終目的とするため、下
記のカリキュラム編成とした。 
・ PREP を用いた自己紹介の作成と発表（第 1 回-第 4 回） 
・ MyFavorite レポート（第 5 回-第 8 回） 
・ MyFavorite の発表（ぺちゃくちゃ Kaetsu）（第 9 回-第 14 回） 
 
 PREP を用いた自己紹介の作成では、自分が好きなモノを 1 分間で発表を行う。PREP を用
いることで自分が伝えたいことを整理し、かつ深く考えることができるため、長時間のコミ
ュニケーションのための素材を比較的容易に作ることができる。自己紹介の発表は皆にオス
スメしたいモノ・コトを P で 1 スライド、R で 1 スライド、E で 1 スライド、最後の P で 1







ポートのファーストパラグラフを作成し、ファーストパラグラフを PREP の最初の P として
R、E、P を用いてレポートを完成させる。このように MyFavorite レポートの作成では自分に
関連したデータを入力し、整理して、文書としてまとめることで相手に伝えるスキルを学ぶ。 
 最後の MyFavorite の発表では 1 スライド 15 秒で 20 枚のスライドを利用して、合計 5 分の
発表（ぺちゃくちゃ Kaetsu）を行う。この発表形式は PechaKucha Night と呼ばれる 2003 年
に東京からはじまったイベント[21]をモデルとしている。PechaKucha Night は 1 枚 20 秒×スラ
イド 20 枚というテンプレートだけを守って、様々なものを発表するイベントである。
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3.2 ICT スキルズの科目コンセプトに関する議論 
 ICT スキルズは 2009 年度に開設されたコンピュータ入門、2010 年度に開設された ICT ス
キルズのフィードバックを経て構築された。本節では ICT スキルズ 2011 を構築するまでの
過程を振り返る。 
 コンピュータ入門は 2009 年度春学期に 1 年生を対象に開講された講義であり、大学の学
習・研究において必要となるタイピング技術や検索、文書作成、プレゼンテーション等の基
礎的な PC・ネットワークの利用スキルを身につけることを目的とした。 
 全 14 回の内容は、まず第 1 回から第 3 回にかけては、メールの利用方法、検索技術等のネ
ットワーク利用スキルの習得を主眼とした。第 4 回から第 8 回では Word を用いて文書の作




 以上の内容で 2009 年度のコンピュータ入門を実施した後、担当教員によるフィードバック
会を行った。その会では、以下のような意見・感想が担当教員から提示された。 
・ 実習中心の為に 1 年生でも集中ができる 
・ Word や PowerPoint の利用方法はある程度身につけている 
・ PC の操作スキルを教えることが中心になりすぎた 
・ 授業で利用するデータが全員同じため同じようなアウトプットしか作られない 
 以上の意見・感想を踏まえて、2010 年度 ICT スキルズでは文書作成の技術、プレゼンテー
ション技術を学びながらも、単なる操作スキルを身につけること自体が目的とならないよう
にすること、身につけるべきスキルを実践の中で学習すること、全員が同じ所与のデータを
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扱わずに学習者自身がデータを見つけることをカリキュラム作成の方針に置き、全 14 回の内
容を設定した。第 1 回から第 3 回ではクイズを作りながら検索スキルとプレゼンテーション
スキルの基礎を実践の中で身につけていく。第 4 回から第 6 回では自分の好きなものやこと
を見つけ、整理し、他人に PowerPoint を用いて伝えるということを目的にし、その演習の中
でプレゼンテーションスキルを身につけていく。第 7 回から第 12 回は大学でチャレンジした
いことというテーマでレポートを作成する中で、ワードの文書作成スキルの習得を身につけ
させる。第 13 回と第 14 回では学生のスキル習熟度をチェックするためにテストを行った。 
 授業実施後、2009 年度の時と同様に担当教員によるフィードバックする会を開催し、下記
の問題点が指摘された。 





 以上の問題点を踏まえて、2011 年度 ICT スキルズではコミュニケーションスキルにおける
情報の入出力を中心とした 2.1 節で述べたカリキュラムに至った。このカリキュラムでは、
Word や PowerPoint の基本的な操作スキルを教える部分を意識的に取り除くこと、グループ
ワークは秋学期科目に明示的に位置づけること、学生のゴールを分かりやすく設定すること
という方針の元、科目内容を設計した。 





4 ICT ツールズ 
 




















ては Microsoft Excel（以下 Excel）を基本とする。しかし、Excel だけでは、データ収集の段
階のツールとしての機能が弱い。これを補助すると共に、Excel を表計算ソフトの絶対的存
在として理解させない事も期待して、SaaS 型表計算ソフトの Google Spreadsheet と、連携し










が yes と答える事が想定される質問を設定し、Google Forms の機能を使って実際にクラス内
にアンケートを行い、Google Spreadsheet の簡易集計機能を使って結果をグラフ化して確認
する、という内容である。 
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スポーツデータ スポーツの記録を利用し、特定の選手に関する傾向を数量的に分析させる。
具体的には、プロ野球松阪投手の投球数データを与え、球種や球速などの傾向について分析














・ 生活との関わり - 扱うデータが学生の生活の中で感覚的にも理解しやすく、自分でも
集めやすいものであること 
・ 取り組みやすさ - 分析作業に取り組む前の、データの収集やクリーニングがなるべく
簡単であること 
・ 発見しやすさ - データに対して基本的な Excel による分析作業をすることで、何らかの
発見や仮説検証が行える可能性が高いこと 
・ 最低限度の明確さ - 課題の達成に関する最低ラインがなるべく明確であること 
・ 工夫の余地 - より頑張りたい学生が努力して工夫できる自由度が高いこと 
・ 難易度 - 課題内容の全体としての難易度 
 
4.3.3 各題材の評価に基づく議論 
 代表的な各課題を上記の視点に基づいて評価したものを表 2 にまとめる。この表に基づい
て、各課題の性質について議論していく。 
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50%アンケート ○ ◎ △ ◎ × 低 
携帯履歴 ◎ ○ ○ ○ △ 低 
飲食費ログ ◎ △ △ △ ○ 中 
スポーツデータ × ○ △ ○ × 中 
タイピング速度 ○ ○ ○ ○ △ 中 


















































図 3 タイピング速度ヒストグラム分析課題における学生の分析例 
 
 
 図 x では第 1 回の学年全体に対する自分の位置は真ん中よりも少し上である。一方、図 y から第 11 回
のときはより上位にいることが分かる。全体としても速度は速くなっているが、自分の伸び率は全体よ
りも高い。そのため、全体における順位が上がっている。 
図 x 第 1回の入力速度のヒストグラム 
(黒:自分 斜線:中央値 横線:平均値) 
図 y 第 11回の入力速度のヒストグラム 
(黒:自分 斜線:中央値 横線:平均値) 












5 ICT メディア･ICT コモンズ 
 
 ICT スキルズ・ICT ツールズの 2 科目の焦点が、従来の初年次コンピュータリテラシー教







5.1 ICT メディアの概要 
コンセプト： 視覚によるコミュニケーション 
 ICT メディアでは下記の 2 点に主眼を置く。 
・ アイデアをかたち（コンテンツ）にすること 
・ そのコンテンツを通じてのコミュニケーションを意識すること 



















 1 枚の視覚的なポスターと、3 分程度の動画コンテンツを作成する。 
 
利用ソフト 
 主として、画像編集に Adobe Photoshop Elements、動画編集に Adobe Premier Elements を
用いる。2010 年度は無償で利用できる Paint.net と Windows Live Movie Maker を利用したが、
学生の提出プロジェクトの中に、その限界に制約された部分が散見されたため、2011 年度か
ら有償ではあるがより高度で利用しやすい Adobe Elements シリーズを採用した。 
 
5.2 ICT コモンズの概要 
コンセプト： 社会性を意識したコミュニケーション 











 本科目は他の 3 科目にも増して、特定のソフトウェアの使い方を教える要素は薄い。ICT
を活用した知的作業のワークショップ的経験として要素が強く、個々の学生やグループの活
動次第で使うべきソフトは変化する。共同作業や情報公開の支援については Google Apps の 
Docs や Sites のほか、Twitter、Facebook などの SNS やその他のシステムを状況に応じて利
用する。携帯電話、特にスマートフォンやデジタルカメラなども積極的に活用する。 
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 2011 年度は特に写真を着目した情報の編集・共有をテーマとしているため、写真管理ソフ









6.1 ICT システム基礎・構築 






択科目として、ICT の仕組みの理解と活用を目標とした科目である ICT システム基礎と ICT







や専門教育科目中の IT 系科目群の基礎科目としての位置づけも持たせている。 








前者はさらに a、b、c の三科目に分かれる。いずれも半期科目である。「メディア表現技法 a」
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は ICT4 科目の総合的な発展型として Web コンテンツについて学習する。メディア表現技法
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7 まとめと今後の課題 
 
 本論文では、「デジタルネイティブ世代を意識した、コンピュータ＜で＞教える ICT 教育」




おける ICT 活用度は低かった。しかし本取組の導入後、学生の ICT の実践的活用は確実に増
加すると共に、その高度化や多様化が進んでいる。嘉悦大学ソーシャルマーケティングプロ
ジェクトの活動[5]はその最たるものだろう。 
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の学生スタッフのスタッフにも様々な形でご協力を頂いた。さらに、本取り組みの陰の主役
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